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第１章 計画の策定に当たって 

 

 

 

 

１ シビックプライドとは 
  シビックプライドとは、市民が都市（まち）に対して「誇り」、「愛着」及び

「共感」を持ち、まちをより良い場所にするため自ら関わっていこうとする気

持ちをいいます。 

  シビックプライドの向上は、都市（まち）の持続性を高める上で重要なテー

マとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  相模原市は、計画的なまちづくりを進める指針となる ｢未来へつなぐ さが

みはらプラン～相模原市総合計画～」を策定し、基本構想に掲げる将来像「潤

いと活力に満ち 笑顔と希望があふれるまち さがみはら」の実現に向け、総合

計画における全ての政策に共通する基本的な取組の姿勢の一つとして、市民、

自治会などの地域活動団体、ＮＰＯなどの市民活動団体、企業、学校や研究機

関などとの「協働によるまちづくり」を掲げており、シビックプライドの向上

は、協働によるまちづくりを進めるための根源となる重要な要素です。 

 

 

 

 

 

 

 

  

誇り 

愛着 

共感 

住み続け

たい 

人に 

勧めたい 

まちを 

より良く 

したい 

この章では、シビックプライドの向上に係る計画策定の必要性、相模原市

のこれまでの取組、計画の位置付けなどについて記しています。 

まちの 

持続的な 

発展 

南区 
遠矢 清子さん 

緑区 
唐橋 昭二さん 

中央区 
小林 杏里さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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２ 計画策定の必要性 
  相模原市は、平成１８年、１９年の旧津久井４町との合併を経て、平成２２

年４月に政令指定都市となりました。 

  これまで、子育て・教育環境の充実をはじめ共生社会の実現、安全・安心に

向けた取組や産業振興、中山間地域対策など、市民生活に関わる様々な取組を

進めるとともに、緑、中央、南の３つの行政区を設置し、それぞれの区で地域

の資源や特性を生かしながら、区ビジョン（平成２４年度～令和元年度）や区

別基本計画（令和２年度～９年度）に基づき、区民の区や地域への愛着を高め

るとともに、多様な主体との連携・協働により、区制を生かした取組を進め、

市民満足度の向上に努めてきました。 

その一方で人口減少やライフスタイルの多様化、少子高齢化の進行による

住民同士のつながりの希薄化や働き手や地域活動の担い手の確保、社会保障

など義務的経費が増大する中でも持続可能な行財政基盤を構築することなど

が喫緊の課題となっているほか、自分の住んでいる区以外のことを知らない、

行ったこともないという市民の方も含め、区をまたいだ住民同士の交流など

を通じて、市民の一体感の醸成や新たな魅力の発見につなげることも必要と

なっています。 

こうした状況を改善するためには、相模原市と関わりのあるみんな（相模原

市内に居住し、通学し、若しくは通勤する人、相模原市と何らかのつながりが

ある人又は相模原市に関心がある人）にシビックプライドを高めていただき、

さがみはらファン（相模原市を好きな人）が増えていくような効果的な取組を

計画的に推進していくことが必要です。 

こうした取組を通じて相模原市や地域への誇りや愛着を持つ方を更に増や

し、定住の促進や市民等多様な主体との協働によるまちづくりを推進すると

ともに、相模原市の魅力を発掘し広く発信することにより相模原市の認知度

の向上と市外からの転入促進を図り、市民が一体感を持ちながら安全に安心

して末永く幸せに暮らすことができる社会を次代に引き継いでいけるよう、

まちの持続的な発展につなげることを目標に計画を策定するものです。 
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３ 相模原市のこれまでの取組 
（１）総合計画に基づく施策事業の充実 

   まちの魅力を向上させていくためには、様々な施策を充実し、将来にわた

り市民が安全で安心して幸せに暮らすことができるまちにしていく必要が

あります。相模原市は、平成２２年３月に旧津久井４町との合併や指定都市

移行を踏まえた「新・相模原市総合計画」を、令和２年３月に｢未来へつな

ぐ さがみはらプラン～相模原市総合計画～（以下「総合計画」という。）」

を策定し、子育て・教育環境、福祉施策の充実のほか、産業振興、環境政策、

公共施設や都市基盤の整備などに取り組んできました。 

   また、子どもを安心して生み育てられる環境の整備や安定した雇用の確

保、定住促進などの観点から、総合計画（第２次総合戦略）の重点テーマと

して少子化対策、雇用対策、中山間地域対策に取り組んでいます。 

（２）市民等多様な主体との協働による取組 

   地域では、住民、自治会などの地域活動団体、ＮＰＯなどの市民活動団体、

企業、学校などの多様な主体が、区民会議などの場において、相互に連携し

て横断的なまちづくりを進めています。 

   多様な主体との連携・協働に当たっては、ＳＤＧｓパートナーとの連携・

協働、相模原市市民協働推進基本計画に基づく協働事業提案制度の実施や、

街美化アダプト制度等の実施に取り組んできました。 

 

  ○ＳＤＧｓパートナー 

   ７５１件（令和４年９月８日時点※最新） 

 

  ○協働事業提案制度（新規事業提案）の状況  
 H29 H30 H31/R1 R2 R3 合計 

提案数 13 4 6 4 5 32 

採択数 4 2 3 3 -※ 12 

   ※ 令和３年度の協議及び審査は、新型コロナウイルス感染症対策に係

る業務継続計画(ＢＣＰ)のため中断 

 

  ○街美化アダプト制度の実施状況 

 

 

 

 

  

 H29 H30 H31/R1 R2 R3 合計 

箇所数 709 702 714 718 707 3,550 

団体数 505 502 501 500 504 2,512 

(単位 件) 

(単位 箇所、団体) 
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（３）地域課題への対応と将来のまちづくりに向けた検討 

   まちづくりを担う様々な主体が皆で地域を支え合う意識の下に、区民会

議やまちづくり会議、まちづくりを考える懇談会、ワークショップやオープ

ンハウスなどを通じた地域課題の解決やまちづくりの方向性の検討を行っ

てきました。 

（４）相模原市の観光資源など魅力の発掘とシティプロモーションの取組 

   相模原市では、これまで、市の魅力を明確にするとともに、それらをより

高め、市内外に効果的・戦略的に発信するため、平成２０年３月に「相模原

市シティセールス推進指針」を策定し、認知度等の向上を主眼に取組を進め

た結果、認知度や居住意欲度が向上するなど一定の成果を挙げてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相模原市シティセールス推進指針】 

期 間 平成２０年度〜 

概 要 

相模原市に関わる全ての人々が相模原市の魅力の創造・再発

見を行い、それらの認識を深めることで相模原市に対する愛

着や誇りを持てるよう、また、相模原市の魅力を市外の人々

に伝えることで、認知度の向上を図ることを目的に策定 

主な取組 

目 

 

 

的 

認知度向上 

・都内でのＰＲイベントの実施 

・市プロモーションムービーの制作 

・市ＰＲパンフレットの配布 

・市マスコットキャラクター「さがみん」の各種イベントへ

の出演 

居住意欲喚起 

・オリジナル婚姻届の配布（鉄拳・セーラームーン） 

・定住促進プロモーションムービーの制作（鉄拳） 

・ＳＵＵＭＯにおける市紹介ページの開設 

・住宅展示場での定住促進パンフレットの配布 

 

（出典：地域ブランド調査） 
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  その後、首都圏中央連絡自動車道の市内区間の開通や、相模総合補給廠の一

部返還、リニア中央新幹線の市内への駅設置が予定されるなど、相模原市の発

展に向けた機運が飛躍的に高まる中、都市が持つ魅力を戦略的かつ効果的に

発信するシティプロモーションの必要性や重要性が高まってきました。 

このことから、相模原市の魅力を広く発信しながら「人や企業に選ばれる都

市」の実現に向けて、シティプロモーション事業を効果的に展開するため、具

体的なメインターゲットや取組のスケジュールを定めた「相模原市シティプロ

モーション戦略（第１次、第２次）」を策定するなど、市内外に向けた更なる

魅力の発信に取り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （相模原・愛川インターチェンジ）      （リニア中央新幹線） 

 

【相模原市シティプロモーション戦略】 

期 間 
第１次：平成２９年度〜令和元年度 

第２次：令和２年度〜令和５年度 

概 要 

相模原市の魅力を広く発信しながら「人や企業に選ばれる都

市」の実現に向けて、シティプロモーション事業を効果的に

展開するため、実態の把握、分析を踏まえて具体的なメイン

ターゲットや取組のスケジュールを定めるもの 

主な取組 

目 

 

 

的 

認知度向上 

・市ＰＲ動画「さがみはらポテンシャル」放映 

・はやぶさ２応援イベントの実施 

・シティプロモーションブック作成 

・さがみはらファンサイト開設 

居住意欲喚起 

・ＰＲ冊子「Ｓａｇａｍｉｈａｒａ Ｆａｎ Ｆｕｎ Ｆａ

ｎ」作成 

・ふるさと回帰フェアへの出展 

・マンションギャラリーでのＰＲ 

・ＳＵＵＭＯにおける市紹介ページの開設 
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（５）「さがみはらみんなのシビックプライド条例」の制定 

   学識経験者、公募市民等で構成する「シビックプライドの推進に関する検

討委員会」において、シビックプライドの向上や相模原市の魅力の発信に将

来にわたり継続的に取り組むための条例の制定を求める意見などを受け、

検討を進め、全国の自治体で初となる「さがみはらみんなのシビックプライ

ド条例(令和３年相模原市条例第３号。以下「条例」という。)」を制定し、

令和３年４月１日に施行しました。 

   条例は、市民のみならず、相模原市に関わりのあるみんなのシビックプラ

イドを高めることを目的とし、相模原市のことを好きな「さがみはらファン」

が市内外にあふれ、魅力を発信することで、誰にでも自慢したくなるまちに

なることを願って制定したもので、将来にわたり誇れるまちづくりを推進

するための基本理念等をみんなで共有するものです。 

  

 

 民間調査機関がブランドランキングを発表します。ブラン

ド上位の地方自治体が定住人口や観光客（交流人口）を増や

しているかといえば、そのようなことはありません。つまり、

ブランドランキングと人口の増減は相関関係がありません。 

 そのため巷間に溢れているランキングに一喜一憂する必要

はありません。地道に「住民の福祉の増進」を達成するため

に、一歩ずつ前進することが大事です。何事も確実に前進し

ていくことが求められます。 

 

コラム 牧瀬稔委員 
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４ 計画の位置付け及び期間並びに新たな関連要素について 
  本計画は、条例第８条の規定によるシビックプライドを高める取組を効果

的かつ計画的に推進するための計画として、相模原市シティセールス推進指

針及び相模原市シティプロモーション戦略（第１次・第２次）を統合した上で

策定するもので、相模原市総合計画の部門別計画(施策４７ 戦略的なシティ

プロモーション)としても位置付くものです。 

  計画期間は、５年間（令和５年度から令和９年度まで）とします。 

  今後は、本計画に基づき、相模原市と関わりのあるみんなのシビックプライ

ドを高めるとともに、シティプロモーションを効果的かつ計画的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

未来へつなぐさがみはらプラン 
（相模原市総合計画・第２次総合戦略） 

・区別基本計画 

さがみはら 

みんなの 

シビックプライド 

向上計画 
（令和５年度〜 

 令和９年度） 

相模原市 
シティセールス 

推進指針 
（平成２０年度～） 

相模原市第２次

シティ 
プロモーション

戦略 
（推進指針を計画的・ 

戦略的に推進するもの） 

（第１次 平成２９年度～

令和元年度） 

（第２次 令和２年度～ 

令和５年度） 

さがみはら 

みんなの 

シビックプライド条例 
（令和３年４月施行） 

市の認知度、魅力度向上は、

シビックプライドの向上に

つながることから、シティプ

ロモーションに関する既存

の指針と戦略を統合する。 

整合 

第３次 

相模原市 

観光振興 

計画 

（令和２年度〜

令和９年度） 

第２次 

相模原市 

市民協働 

推進 

基本計画 

（令和２年度〜

令和９年度） 

相模原市

SDGｓ 

未来都市 

計画 

（令和２年度 

策定） 

部門別計画として策定 
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５ 持続可能な開発目標（ＳＤＧＳ）と本計画の関係について 
  持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、平成２７年９月の国連サミットで採択

された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」にて記載された平成２８

年から令和１２年までの国際目標です。 

持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための１７のゴールから

構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）こと

を誓っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シビックプライドの向上は協働によるまちづくりを進める根源となる重要

な要素であることや、その実現により将来にわたって住んで良かったと思わ

れる魅力あるまちとして持続することができることから、特に目指すゴール

としては、目標１１「住み続けられるまちづくりを」及び目標１７「パートナ

ーシップで目標を達成しよう」とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
南区 

ゆきのこさん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 

埼玉県久喜市 
ふるいち まもるさん 
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第２章 相模原市の現状及び課題 

 

 

 

 

１ 転入・転出の状況 
  近年の相模原市への転入者数と他自治体への転出者数を比較すると、転入

者数が転出者数を上回っており、その数は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民の相模原市に対する認識 
  市民の相模原市に対する愛着、誇り、共感等について、「市民の愛着等調査」

の結果から分析を行いました。 

  【市民の愛着等調査】 

   ●調査方法：インターネット調査 

   ●調査時期：令和４年３月 

   ●調査対象：２０歳代から６０歳代までの相模原市在住者 

   ●回答数：１，０００人 

 

  相模原市に「愛着」を感じている市民の割合は、全体の７６．８％で、年代

別では４０～４９歳で下がっていますが、５０歳以上で年齢が上がるにつれ

高くなる傾向があります。 

 

 

 

 

この章では、各種調査や分析結果から、相模原市の現状及び課題について

まとめています。 
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  愛着を感じるところとして「買い物に便利なところ」が４２．１％と最も多

く、「交通の利便性がよいところ」が３２．３％、「都市と自然のバランスがよ

いところ」が３１．２％、「自然が多いところ」が３０．１％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=1,000（全体）、200（各年代） 
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  相模原市に「誇り」を持つ市民の割合は全体の５４．０％で、年代別では

６０歳以上で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  相模原市の施策に「共感」を持つ市民の割合は全体の６２．２％で、年代

別では６０歳以上で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=1,000（全体）、200（各年代） 

n=1,000（全体）、200（各年代） 

 

 私は相模原市について勉強をした際に、初めてシビックプ

ライドという言葉を知りました。地元である相模原市が大好

きな私にとって、シビックプライドはまさに夢の形です。相

模原市の魅力は無限大であり、一人ひとりが知る相模原市の

魅力を共に発信し合う事ができれば、今より更に温かく、に

ぎやかなまちになると確信しています。 

 この条例に込められる大勢の方々の強い想いがより多くの

方々に伝わるよう、私も協力していきたいです。 

 

コラム 浅川あゆ委員 
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  これからも相模原市に住み続けたいと感じている市民の割合は、全体の８

２．１％で、「住み続けたくないと思う」は、わずかとなっています。 

  年代別では、４０～４９歳で下がっていますが、５０歳以上で年齢が上がる

につれ相模原市に住み続けたいと感じている市民の割合が高くなる傾向があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=1,000（全体）、200（各年代） 

 

 ２０１８年１４９位、２０２０年７８位、読売広告社のシ

ビックプライドランキングでの相模原の順位です。『１５１自

治体中、１４９位』と知った時は驚きました、今でも忘れら

れません。 

 しかしながら、シビックプライドの向上とは、ランキング

がアップする事ではないと考えます。ＪＡＸＡ、スポーツ、

そして、湖や公園、都市と自然のベストミックスした環境を

市民が体験し、相模原の子育てしやすさを市民が認識し、相

模原に住む喜びを感じる事が何よりも大切だと考えます。 

 

コラム 倉澤良明委員 
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３ 市外の人の相模原市のイメージ 
  市外在住者から見た相模原市の認知度や居住意欲度などについて（株）ブラ

ンド総合研究所「地域ブランド調査」及び「相模原市イメージ調査」の結果か

ら分析を行いました。 

 

（１）全国から見た相模原【地域ブランド調査２０２２】 
   （株）ブランド総合研究所が毎年実施している調査で、各地域がどのよう

な部分において「魅力的」と評価されているのかを調査したものです。 

   ●調査方法 ：インターネット調査 

   ●調査期間 ：令和４年６月２２日〜７月４日 

   ●有効回答数：３４，７６８人 

   ●回答者  ：全国の２０歳代から７０歳代まで 

   ●対象   ：１，０４７自治体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○シビックプライド向上に対する想い 

 自分の住んでいる街を愛しなさい誇りをもちなさいという

のは、凄くハードルが高いと思っています。相模原ってどん

な感じ？と聞かれた市民が「本当に住みやすい良い街だよ」 

ってパッと答えられるような街を目指していったらいいので

はないかなと思っています。 

○本委員会に参加しての感想 

 一般市民として公の会議に参加させて頂き、相模原市目線

の、色々な考え方や方針を知る貴重な体験ができました。 

 

コラム 中村和希委員 
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（２）東京・神奈川から見た相模原【相模原市イメージ調査】 
   相模原市が東京都及び神奈川県（相模原市を除く。）の在住者を対象に、

相模原市の魅力やイメージについて毎年調査実施しているものです。 

   ●調査方法 ：インターネット調査 

   ●調査時期 ：令和４年３月 

   ●有効回答数：２，０００人 

   ●回答者  ：東京都及び神奈川県（相模原市を除く。）に在住の２０歳

〜６９歳 

  ○ 相模原市の認知状況 

全回答者のうち９４．５％に認知されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 他市の認知状況 

    相模原市は９４．５％で、横浜市、八王子市、川崎市、町田市に次いで

５番目に多い状況となっています。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体 2000

２０～２９歳 400

３０～３９歳 400

４０～４９歳 400

５０～５９歳 400

６０歳以上 400

7.2

7.5

8.5

8.8

7.0

4.0

23.2

19.5

22.3

22.3

25.5

26.3

21.0

16.8

21.8

21.5

21.3

23.5

43.3

44.0

40.0

44.5

43.3

44.8

5.5

12.3

7.5

3.0

3.0

1.5

94.5％ 

87.8％ 

92.6％ 

97.1％ 

97.1％ 

98.6％ 

（令和２年度） 

95.6％ 

91.1％ 

91.6％ 

98.1％ 

97.8％ 

99.3％ 

(％) 
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  ○ 相模原市への好意的認知の状況 

    相模原市を「よく知っている」、「知っている」又は「少し知っている」

１，０２５人のうち２７．７％の方が魅力を感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    過去の調査からは、「とても魅力を感じる」、「やや魅力を感じる」が共

に上昇傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 他市への好意的認知の状況 

    相模原市は２７．７％で、横浜市、藤沢市、川崎市、町田市、海老名市、

八王子市に次いで７番目に多い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体 1025

２０～２９歳 175

３０～３９歳 210

４０～４９歳 210

５０～５９歳 215

６０歳以上 215

4.8

7.4

4.8

6.2

3.7

2.3

22.9

34.3

27.1

16.2

18.1

20.9

54.7

44.0

54.8

60.5

59.1

53.5

12.8

7.4

8.1

11.4

16.7

19.1

4.8

6.9

5.2

5.7

2.3

4.2

27.7％ 

41.7％ 

31.9％ 

22.4％ 

21.8％ 

23.2％ 

（令和２年度） 

28.4％ 

37.0％ 

24.1％ 

26.8％ 

24.5％ 

30.9％ 

(％) 
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  ○ 相模原市への居住意欲 

    全回答者のうち１８．０％の方が相模原市への居住意欲を持っていま

す。年代別に見ると、２０歳代～３０歳代の居住意欲は他の年代と比較し

て高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    過去の調査からは「住んでみたい」、「やや住んでみたい」が共に上昇傾

向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全　体 2000

２０～２９歳 400

３０～３９歳 400

４０～４９歳 400

５０～５９歳 400

６０歳以上 400

3.0

4.5

2.5

4.0

1.8

2.0

15.0

21.0

19.3

14.3

8.8

11.8

39.3

37.0

37.3

41.0

39.8

41.5

22.1

19.0

22.3

19.0

24.8

25.5

20.7

18.5

18.8

21.8

25.0

19.3

18.0％ 

25.5％ 

21.8％ 

18.3％ 

10.6％ 

13.8％ 

（令和２年度） 

18.2％ 

18.5％ 

22.0％ 

16.5％ 

16.0％ 

17.6％ 
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  ○ 相模原市について知っていること 

    「自然が多い」が３２．９％と最も高く、続いて「リニア中央新幹線の

新駅が設置される」が１８．８％、「ＪＡＸＡ相模原キャンパスがある」

が１６．５％、「静かで落ち着いた住環境がある」が１３．４％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 相模原市の情報を得る手段 

    「インターネットの関連情報」が５０．０％と最も高く、「自治体やそ

の関連団体のホームページ」２１．０％、「テレビやラジオの報道・番組

など」が２０．０％、「観光に関する情報誌、ガイドブック」が１６．７％、

「Twitter や Facebook などのＳＮＳ」が１５．３％となっており、Web サ

イトやＳＮＳから情報を得ている方が多い状況です。 
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４ 第２次相模原市シティプロモーション戦略で掲げた成果指標の状況 
  「第２次シティプロモーション戦略（令和２年度～５年度）」では、成果指

標及び令和５年度の目標を掲げており、令和３年度の状況は次のとおりです。 

令和５年度からは、本計画に基づく新たな目標に引き継がれます。 

  なお、市外の方向けの訪問魅力度に関しては、調査対象が東京都及び神奈川

県の在住者であることから、マイクロツーリズム志向の高まりにより、キャン

プなどを気軽に楽しめる訪問先として魅力度が高まっていることが考えられ

ます。 

 

 成果指標 
基準値 

(令和元年度) 
令和 3 年度 

最終目標値 

(令和 5 年度) 

市

外

向

け

調

査 

対象：東京都及び神奈川県在住の２０～３０歳代 

相模原市の認知度 

＊相模原市総合計画基本計画の指標 
９０．３ ９０．１ ９４．０ 

相模原市への居住意欲度 ２０．３ ２３．６ ２４．３ 

相模原市の資源や施策についての認知度 

＊何も知らない人の割合 
３６．８ ３６．０ ３２．８ 

相模原市のイメージ量（イメージ選択肢の総和） 

＊イメージを持っていない人の割合 
２４．８ １９．３ ２０．８ 

相模原市の訪問魅力度          ※ ４２．１ ６２．６ ４５．１ 

市

内

向

け

調

査 
対象：２０～３０歳代の市民 

住んでいる地区に愛着を感じている市民の割合 

＊相模原市総合計画基本計画の指標（全年代対象） 
７９．６ ８０．７ ８２．３ 

住んでいる地区に愛着を感じている市民の割合 

＊２０～３０歳代            ※ 
７４．８ ７５．３ ７７．８ 

市への「愛着」を感じている市民の割合  ※ ７５．８ ７６．５ ７８．８ 

   「共感」を持つ市民の割合     ※ ５８．５ ５９．３ ６１．５ 

   「誇り」を持つ市民の割合     ※ ４７．３ ４９．３ ５０．３ 

   「継続居住意向」を持つ市民の割合 ※ ７７．０ ７９．０ ８０．０ 

   「他者推奨意向」を持つ市民の割合 ※ ６２．５ ６４．８ ６５．５ 

※ 基準値は、令和２年度に実施した調査で設定 

また、最終目標値（令和５年度）は、基準値に＋３ポイントすることに

より設定 

 

 

(単位 ％) 
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５ オープンハウス型調査における市民意見について 
（１）概要 

   市内の公園や施設などにおいて、市内外からお越しの方にパネルを使っ

て説明しながら、「相模原市の好きなところ」、「アピールできるところ」な

どについて御意見を伺うオープンハウス型調査を行いました。 
 
（２）調査時期 

   令和４年９月 
 
 

（３）実施結果 

  ① 参加者数 

 
19 歳 

以下 
20 歳代 30 歳代 

40～ 

50 歳代 

60 歳 

以上 
合計 

合 計 ２００ １０ １３５ １２１ ２８ ４９４ 

 

  ② 調査結果 

【質問１】 

相模原市のどんなところが好きですか？ 

 
19 歳 

以下 
20 歳代 30 歳代 

40～ 

50 歳代 

60 歳 

以上 
合計 

子育て環境の充実 １１ ０ ２０ ８ １ ４０ 

大きな将来性 １５ １ １５ １４ ２ ４７ 

豊かな自然 ８６ ９ ６１ ７１ １３ ２４０ 

様々な観光資源 ２６ ０ １７ ４ ４ ５１ 

未来を担う最先端技術 ２９ ０ １６ １６ ５ ６６ 

スポーツ環境 ３２ ０ ６ ７ ０ ４５ 

その他※ ０ ０ ０ ０ ３ ３ 

合計 １９９ １０ １３５ １２０ ２８ ４９２ 

   ※ 「地域活動が盛んなところ」、「公園が多いところ」、「物価の安さ」 

 

    全世代で「豊かな自然」が最も多く、次いで１９歳以下は「スポーツ環

境」、３０歳代では「子育て環境の充実」、４０歳代以上では、「未来を担

う最先端技術」が多い状況でした。 

 

 

 

（単位 人） 

（単位 人） 
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【質問２】 

多くの方に相模原市を好きになってもらうには、何をアピールすればよい

と思いますか？ 

 

アピールポイント 
19 歳 

以下 
20 歳代 30 歳代 

40～ 

50 歳代 

60 歳 

以上 
合計 

子育てしやすいまち ３４ ２ ３７ ２０ ４ ９７ 

将来が楽しみなまち ２７ ３ ３１ ２３ ５ ８９ 

豊かな自然を楽しめ

るまち 
７２ ４ ３５ ４８ ９ １６８ 

宇宙を感じるまち ３６ ０ １５ １５ ４ ７０ 

ホームタウンチーム 

があるまち 
３１ ０ ８ １２ ０ ５１ 

その他※ ０ ０ ０ ３ ４ ７ 

合計 ２００ ９ １２６ １２１ ２６ ４８２ 

   ※ 「自治会を中心とした地域住民のつながり」、「歴史のまち」「周辺へ

の自然にもアクセスがよく住みやすい」など 

 

    「豊かな自然を楽しめるまち」が最も多く、次いで「子育てしやすいま

ち」、「将来が楽しみなまち」が多い状況でした。３０歳代では、「子育て

しやすいまち」が最多でした。 

 

【質問３】 

どうすれば多くの方に相模原市を好きになってもらえると思いますか？

（主な回答抜粋） 

○豊かな自然を市外の方に知ってもらう。 

○ＪＡＸＡ相模原キャンパスの存在をアピールする。 

○サッカーやラグビーなどを盛り上げる。 

○ホームタウンチームをアピールする。 

○「○○といえば相模原」という強みを作る。 

○名産品を作る。 

○市内のカフェやグルメ情報、最新スポットなどを発信する。 

○市民が市や地域のことをよく知る、学ぶ。 

○相模原市のアピールをみんなで行う。 

○相模原市の住みやすさを全国に伝える。 

 

 ※ その他、「イベントの開催」、「交通環境の改善」、「公共施設の整備」

など 

  

（単位 人） 
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６ 若手職員ワーキンググループにおける検討について 
（１）若手職員ワーキンググループについて 

   将来の市の施策を担う若手職員（２０歳代～３０歳代）を中心とした庁

内ワーキンググループを設置し、令和４年９月から１０月にかけて検討を

行いました。 

 

（２）検討内容 

○相模原市の強み、弱みなどの分析 

○アピールポイント（案）の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）実施結果 

 【ＳＷＯＴ分析について】 

  ※ＳＷＯＴは、内部要因である強み（Strength）、弱み（Weakness）、外部要

因である機会（Opportunity）、脅威（Threat）の頭文字を組み合わせたも

ので、この分析により内部と外部の両面からの今後の課題と生かすべき

方向性を導き出すことができます。 

  ○強み 

   ・ 豊かな自然（川、湖、キャンプ場、ツーリングコース、星空、体験型

コンテンツ） 

   ・ プログラミング学習や自然を感じられる各種体験学習など特色ある

教育 

   ・ 市内の大学との連携、公民館の多さ、特徴ある施設（アートラボはし

もと※１、森のイノベーションラボＦＵＪＩＮＯ※２、小山公園ニュー

スポーツ広場など） 

  ○弱み 

   ・ 市を特徴付ける明確なイメージが弱い。 

   ・ 情報発信の様々な媒体について、それぞれの特徴を理解できている職

員が少なく、上手に活用できていない。 

   ・ 中心となる街がない。 
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  ○機会 

   ・ 住民基本台帳人口移動報告２０２１における転入超過（全国第１０位） 

   ・ スーパーメガリージョン構想の実現 

  ○脅威 

   ・ 少子高齢化、人口減少の進行 

   ・ 相模原市と状況が似ている他自治体との競争 
   ※１ 周辺にある美術大学などと連携し、そこで学ぶ学生や卒業生、子ども達や地域の

方々などと協力し合いながら、アート事業を展開する活動拠点。令和３年８月に閉館

し、令和７年度に後継施設と民間施設が併設する複合施設の整備を予定している。 

   ※２ 藤野駅前の公共施設をリノベーションし、テレワークセンターを運営。中山間地域

交流促進の取組も行っている。 

 

（４）アピールポイントと主な意見 

   子育てしやすいまち、豊かな自然、宇宙を感じられるまち、ホームタウン

チームとの連携などに関し、主に次のような意見がありました。 

 【手法について】 

  ○ ホームページやＳＮＳ、電子母子健康手帳アプリ（さがプリコ）での発

信などで子育てしやすいまちをもっと発信した方が良いとの意見があり

ました。 

  ○ 都市の利便性と自然の豊かさを享受できる市の特徴についての発信や、

市民を対象とした市内見学ツアーなどの実施について意見がありました。 

  ○ ＪＡＸＡや銀河連邦の各共和国との連携のほか、宇宙に関連した事業

を専管する組織の設置などについて意見がありました。 

  ○ 選手を起用した動画の作成や相手チームのサポーターを対象にしたお

もてなしとシティプロモーションについて意見がありました。 

  

 

 宇宙科学研究所（宇宙研）にやってきてから四半世紀の時

が過ぎました。研究の合間に時折宇宙研本館の屋上に上がる

ことがありまして、相模原市の街並みを眺めることがありま

す。その景色は、遠くに自然豊かな美しい山なみを臨み、南

東にはにぎやかな街並みが視界いっぱいに広がります。そう

いえば、この景色は昔から大きく変わっていませんね。 

 桜の季節が待ち遠しい今日この頃、今年の春は例年以上に

宇宙研の植栽が色鮮やかに彩られていると思いますので、ぜ

ひ気軽に足を運んでみてください。 

 

コラム 羽生宏人委員 
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７ まとめ 
  これまで示してきた市民の相模原市に対する認識や市外の人が抱く相模原

市のイメージ、オープンハウス型調査、若手職員ワーキンググループの検討結

果などを基に相模原市の「強み」、「弱み」などについて整理・分析しました。 

（１）強み（相模原市の強み、長所、得意なこと） 

  【市民の市への愛着度、継続居住意欲が高い】 

   ・ 市民の愛着等調査では、市への愛着度が７６.８％（２０歳代〜３０

歳代では７６.５％）、これからも住み続けたい市民が８２.１％（２０

歳代〜３０歳代では７９.０％）となっている。 

  【買い物が便利、交通利便性がよい】 

   ・ 市民の愛着等調査では、市に愛着を感じる理由として「買い物が便利」

「交通利便性がよい」などの回答が比較的多い。 

  【自然が多い】 

   ・ 市民の愛着等調査の市に愛着を感じる理由や、オープンハウス型調査

で市の好きなところについて「自然が多い」との回答が多い。 

  【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】 

   ・ 市民の愛着等調査の市に愛着を感じる理由や、東京都及び神奈川県

（市外）在住の方が相模原市について知っていることについて、「ＪＡ

ＸＡ相模原キャンパスがある」との回答が比較的多い。 

  【子育てしやすいまち】 

   ・ オープンハウス型調査では、相模原市がアピールできるところについ

て、「子育てしやすいまち」が「豊かな自然を楽しめるまち」に次いで

多かった。また、相模原市の好きなところについて、３０歳代では、「子

育て環境の充実」が「豊かな自然」に次いで多かった。 

（２）弱み（相模原市の弱み、短所、苦手なこと） 

  【市を特徴付ける明確なイメージが弱い】 

   ・ 東京都及び神奈川県（市外）在住の方が相模原市について知っている

ことで突出しているものがなく、若手職員ワーキングでも「市を特徴付

ける明確なイメージが弱い」との意見があった。 

  【効果的な情報発信が不足している】 

   ・ オープンハウス型調査では、「どうすれば多くの方に相模原市を好き

になってもらえると思うか」の問いに対し、「市民が市や地域のことを

よく知る」、「相模原市のアピールをみんなで行う」、「豊かな自然を市外

の方にも知ってもらう」、「ＪＡＸＡ相模原キャンパスの存在をアピー

ルする」など、情報発信についての意見が多かった。 

   ・ 若手職員ワーキングでは、「情報発信の様々な媒体について、それぞ
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れの特徴を理解できている職員が少なく、上手く活用しきれていない」

などの意見があった。 

  【市としての一体感の不足】 

   ・ オープンハウス型調査では、「どうすれば多くの方に相模原市を好き

になってもらえると思いますか」の問いに対し、「市民が市や地域のこ

とをよく知る」との意見があった。 

   ・ 市民アンケートでは、市民が住んでいる地域への愛着度（８０.７％）

と比較して、市への愛着度は７６.５％と低い。 

（３）機会（社会や市場の変化など相模原市にとってプラスになること） 

  【宇宙への関心の高まり】 

   ・ 幾多の困難を乗り越えて平成２２年６月１３日に地球に帰還した小

惑星探査機「はやぶさ」や令和２年１２月８日に「はやぶさ２」が送り

届けた小惑星リュウグウのサンプルから液体の炭酸水が検出されるな

どにより、ＪＡＸＡ相模原キャンパスが所在する自治体として、近年、

宇宙への関心が高まっている。 

  【リニア中央新幹線の駅や相模総合補給廠一部返還地における周辺整備】 

   ・ リニア中央新幹線の駅設置や相模総合補給廠一部返還地における周

辺整備が今後も予定されており、更なる市の発展が期待されている。 

  【サイクルツーリズムへの関心の高まり】 

   ・ 東京２０２０大会を契機にオリンピックレガシーを継承する取組が

進められており、自転車ロードレース競技とサイクルツーリズムへの

関心が高まっている。 

  【アウトドアやマイクロツーリズムへの関心の高まり】 

   ・ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための移動制限等によ

り、密を避けた感染リスクの低いレジャーとしてキャンプなどのアウ

トドアレジャーへの人気が高まっていることや、遠方の観光地にはな

い地域の魅力ある観光資源の再発見などマイクロツーリズムへの関心

が高まっている。 

  【２０２１年転入超過（全国第１０位）】 

   ・ 総務省「住民基本台帳人口移動報告２０２１」における２０２１年１

月から１２月までの各自治体の転入者と転出者の比較で、相模原市は

転入者が転出者を３，８３７人上回り、全国第１０位となった。テレワ

ークの普及などから住宅条件の良い都心近郊の自治体への転居が進ん

だ影響もあると考えられる。 
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  【ホームタウンチームの存在】 

   ・ オープンハウス型調査では、「どうすれば多くの方に相模原市を好き

になってもらえると思いますか」との問いに対し、「ホームタウンチー

ムをアピールする」、「サッカーやラグビーなどを盛り上げる」などの意

見があった。 

（４）脅威（社会や市場の変化など相模原市にとってマイナスになること） 

  【少子高齢化・人口減少の進行】 

   ・ 少子高齢化・人口減少は、地域活動・市民活動の担い手の減少、経済

規模の縮小など、社会全体に多大な影響を及ぼす。 

  【自治体間競争】 

   ・ 多くの自治体で少子高齢化、人口減少が進行する状況の中で、定住人

口、交流人口及び関係人口を増やすために積極的にシティプロモーシ

ョンに取り組む自治体が増えており、自治体間競争の傾向が強まるこ

とが予想される。 

 

  以上の点を表にまとめると次のようになります。 

 

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告２０２１」



 

26 
 

 

プラス要因 マイナス要因 

内
部
環
境 

（１）強み（Ｓ） 

【市民の市への愛着度、継続居住意欲が高い】 

【買い物が便利、交通利便性がよい】 

【自然が多い】 

【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】 

【子育てしやすいまち】 

（２）弱み（Ｗ） 

【市を特徴付ける明確なイメージが弱い】 

【効果的な情報発信が不足している】 

【市としての一体感の不足】 

外
部
環
境 

（３）機会（Ｏ） 

【宇宙への関心の高まり】 

【リニア中央新幹線の駅や相模総合補給廠一部返還地に

おける周辺整備】 

【サイクルツーリズムへの関心の高まり】 

【アウトドアやマイクロツーリズムへの関心の高まり】 

【２０２１年転入超過（全国第１０位）】 

【ホームタウンチームの存在】 

（４）脅威（Ｔ） 

【少子高齢化・人口減少の進行】 

【自治体間競争】 
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ＳＷＯＴ分析による相模原市のアピールポイントの導出 
 

強み 弱み 

機
会 

「強み（Strength）」×「機会（Opportunity）」 

(S)【市への愛着、継続居住意欲】【買い物が便利、交通利便性がよい】【自然が多い】 

  【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】【子育てしやすいまち】 

× 

(O)【リニア中央新幹線の駅や相模総合補給廠一部返還地における周辺整備】 

  【サイクルツーリズムへの関心の高まり】【宇宙への関心の高まり】 

   【アウトドアやマイクロツーリズムへの関心の高まり】【ホームタウンチームの  

存在】 

  【２０２１年転入超過（全国第１０位）】 

▼ 

・都市の利便性と豊かな自然の両方を享受できるまちをＰＲ 

・ホームタウンチームの応援機運の醸成による更なる愛着心、継続居住意欲の向上 

・ＪＡＸＡ相模原キャンパスや市立博物館を中心に宇宙を感じられるまちをＰＲ 

・子育てしやすいまちをＰＲ 

「弱み（Weakness）」×「機会（Opportunity）」 

(W)【市を特徴付ける明確なイメージが弱い】【効果的な情報発信が不足している】 

  【市としての一体感の不足】 

× 

(O)【リニア中央新幹線の駅や相模総合補給廠一部返還地における周辺整備】 

  【サイクルツーリズムへの関心の高まり】【宇宙への関心の高まり】 

   【アウトドアやマイクロツーリズムへの関心の高まり】【ホームタウンチームの存在】 

  【２０２１年転入超過（全国第１０位）】 

▼ 

・職員の情報発信能力を高める。（職員研修、スキルを持った職員の配置・登用など） 

・関心が高まっている絶好の機会を捉え、アピールする市の魅力を戦略的に絞って、市の

ブランディングをする。 

・ホームタウンチームの応援機運を高めるなど、更なる愛着心と継続居住意欲の向上を図

る。 

脅
威 

「強み（Strength）」×「脅威（Threat）」 

(S)【市への愛着、継続居住意欲】【買い物が便利、交通利便性がよい】【自然が多い】 

  【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】【子育てしやすいまち】 

× 

(T)【少子高齢化・人口減少の進行】【自治体間競争】 

▼ 

・多くの市民が市に愛着を持ち住み続けたいと思っており、買い物や交通など生活

しやすく、身近な自然やＪＡＸＡの施設など、子育てに適したまちであることを

ＰＲ 

「弱み（Weakness）」×「脅威（Threat）」 

(W)【市を特徴付ける明確なイメージが弱い】【効果的な情報発信が不足している】 

  【市としての一体感の不足】 

× 

(T)【少子高齢化・人口減少の進行】【自治体間競争】 

▼ 

・職員の情報発信能力を高める。（職員研修、スキルを持った職員の配置・登用など） 

・関心が高まっている絶好の機会を捉え、アピールする市の魅力を戦略的に絞って、市の

ブランディングをする。 
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第３章 基本方針・基本施策 

 

 

 

１ 基本方針 
相模原市に対する誇り、愛着及び共感を持ち、まちのために自ら関わってい

こうという気持ち（シビックプライド）を持ったみんなを市内外に増やすため

の取組を推進します。 

（１）本計画におけるシビックプライドの向上とシティプロモーションの基本

的考え方 

   相模原市では、これまでシビックプライドの向上も意識したシティプロ

モーションを展開してきましたが、効果的な情報発信が不足し、相模原市の

魅力が十分に伝わっていないことや市としての一体感が不足している面も

見られました。 

   このため、条例においては、シビックプライドの向上の対象を市民だけで

はなく「相模原市と関わりのあるみんな※」とし、そのみんなが市の魅力を

認知するとともに、市と一緒に更なる魅力の発掘と向上を図りながら、相模

原市に誇りと愛着を持ち、一体感を感じながら、協働し発信（インナープロ

モーション）することにより、更に相模原市を良くしていこうという気持ち

になれる取組を本計画に位置付け、効果的かつ計画的に推進していきます。 

   また、この取組の推進と合わせ、相模原市のことを好きな「さがみはらフ

ァン」を増やし、自ら魅力を発信していただくことも大切であることから、

市民に限らず、相模原市に対するシビックプライドを持った方（さがみはら

ファン、相模原市と関わりのある人）を更に増やすための重要な要素である

対外的なシティプロモーションについても、「シビックプライドの向上」に

向けた取組として本計画に定めることとしました。 

  ※ 相模原市内に居住し、通学し、若しくは通勤する人、相模原市と何らか

のつながりがある人又は相模原市に関心のある人（条例第２条第３号） 

  

この章では、現状及び課題を踏まえ、目標などの基本方針及び基本施策に

ついて定めます。 
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 ○従前（シティプロモーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○今後（シビックプライド向上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○シビックプライドの向上による相模原市の魅力の発信と再発見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相模原市と関わりのあるみんな※ 

・さがみはらファン 

市 

市民 

市外住民 
（ターゲット 

エリア） 

発信 
（シビックプライド向上も意識） 

発信 

市 
市外住民 

（ターゲットエリア） 

協働 

新たな魅力の発掘・向上 
発信 

発信 

拡散 

条例の施行によりシビックプライドの主体が市民だけでなく、「相模原市と関わりのあるみんな※」へ拡大 

発信 
（対外的シティプロモーション） 

※ 相模原市内に居住し（市民）、通学し、若しくは通勤す

る人、相模原市と何らかのつながりがある人又は相模原市

に関心のある人（条例第２条第３号） 

寄せられた 

興味・関心から 

相模原市の 

魅力を再発見 

相模原市と 

関わりのあるみんな※ 

・さがみはらファン 

相模原市に興味 

・関心のない人 

興味・関心 

相模原市の 

魅力を発信 
興味・関心を持つことで 

魅力に触れて 

（インナープロモーション） 
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（２）目標 

① 
継続居住促進 

（相模原市に誇りと愛着を持ち住み続けてもらう） 

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
向
上 

② 
認知度向上 

（相模原市のことを知ってもらう） 

③ 
転入促進 

（相模原市に住んでもらう） 

 

（３）ターゲット 
  ① 世代 

   ア シビックプライド向上 

     シビックプライド向上に向けた取組のターゲットは、「相模原市に関

わりのあるみんな」であり、かつ、幼少期から相模原市に愛着を持って

もらうことが重要であることから、全世代を対象とします。 

     なお、２０歳代〜３０歳代に継続して居住してもらうことが、市の持

続可能性を高めることに留意します。 

   イ 対外的シティプロモーション 

     住民基本台帳データによると、転入・転出共に、２０歳代～３０歳代

が最多で、それぞれ全体の６割強を占めています。 

     一方、４０歳代以降は大幅に転入・転出が少なくなることから、転入

した２０歳代～３０歳代に住み続けてもらえれば、その後も長く住ん

でもらえる可能性が高いと言えます。 

     よって、この世代をターゲット世代とします。 

 

緑区 
山口 たまえさん 

中央区 
大久保 静花さん 

南区 
井上 慶信さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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南区 
後藤 昊さん 

南区 
後藤 愛さん 

南区 
ごとう ゆいさん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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  ② エリア 

   ア シビックプライド向上 

     シビックプライドの向上に向けた取組は、「相模原市に関わりのあ

るみんな」が対象となることから、市内外を対象エリアとします。 

   イ 対外的シティプロモーション 

     住民基本台帳による転入元・転出先のデータや、通勤・通学の実態

などから、東京都及び神奈川県の区域（相模原市の区域を除く。）を

対外的シティプロモーションのターゲットエリアとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都（一部） 神奈川県（一部） 

通勤・通学の状況 
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２ 基本施策 
  基本方針に基づき、次の施策を展開します。 

 基本施策１ 相模原市の魅力の発掘・向上と更なる発信 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   総合計画（区別基本計画を含む。）に基づく取組及び分野横断的に取り組

む重点テーマ（少子化対策・雇用促進対策・中山間地域対策）の着実な推進

を図ります。 

  （主な取組） 

○総合計画推進プログラムに基づく子育てしやすい環境づくりの推進な

ど子育て・教育環境の充実、福祉施策の充実、市民の安全・安心の確保、

創業支援、市内経済の活性化、脱炭素化など環境政策の推進、道路・公

園等の都市基盤整備の推進など 

○就労支援、労働環境の改善、新たな働き方の創出など 

○中山間地域における人口減少・少子高齢化に対応した豊かなライフス

タイルの実現、移住・定住の促進及び交流・関係人口の創出・拡大、新

たなビジネスの創出と拠点づくり 

 

 

   相模原市が有する都市の利便性やポテンシャル、豊かな自然や歴史、文

化・芸術等などの多様な地域資源・観光資源の効果的な活用を図るとともに、

地域住民や団体、市内事業者等と連携し相模原市の新たな魅力の発掘に取

り組みます。 

  （主な取組） 

○自然や歴史、文化・芸術等の優れた地域資源・観光資源の発掘と磨き上

げ（緑区の自然、中央区の桜・宇宙、南区の先進的な街並みなど３区そ

れぞれの特色を意識） 

   継続居住促進（相模原市に誇りと愛着を持ち住み続けてもらう） 目標１ 

   認知度向上（相模原市のことを知ってもらう） 目標２ 

   転入促進（相模原市に住んでもらう） 目標３ 

ターゲット世代：全世代、ターゲットエリア：市内外 

施策１－１ 相模原市の魅力や市民等の満足度を更に高めるための施策等の充実 

施策１－２ 魅力的な地域資源・観光資源の新たな発掘と効果的な活用 

【関連する目標】 

   相模原市の魅力の発掘・向上と更なる発信 基本施策１
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○魅力ある地域特産品づくりの推進や食などの新たな魅力の発掘と向上 

○ＪＡＸＡ相模原キャンパスを中心とした宇宙を身近に感じられるまち

づくりの推進 

○宇宙をテーマとした自然科学教育の推進 

○サイクルツーリズムなど各種ツーリズムの推進 

○スポーツに親しめるまちづくりの推進・ホームタウンチームへの支援 

○リニア中央新幹線の開業を見据えたまちづくりの着実な推進 

 

 

   相模原市に関わりのあるみんなへ相模原市の充実した施策や地域資源・

観光資源などの相模原市の魅力を効果的に発信していきます。 

  （主な取組） 

○シビックプライド向上事業 

○シティプロモーション推進事業 

○市内における市民交流・観光交流の促進 

○相模原市の豊かな自然や歴史、文化・芸術等の効果的な発信 

 （緑区の自然、中央区の桜・宇宙、南区の先進的な街並みなど３区それ

ぞれの特色を意識） 

 

 基本施策２ 市民等多様な主体との連携・協働による取組の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   市民等の多様な主体が連携・協働をし、地域課題の解決をはじめ、各区・

地域の特性を生かした魅力的なまちづくり、担い手の育成、市政や地域に参

加しやすい環境づくりを推進します。 

  （主な取組） 

○ＮＰＯなど市民活動団体等の活動内容や魅力の積極的な発信 

○シビックプライドゲームの開発など協働事業提案制度の活用 

○協働イベント・コラボ事業の積極的な実施 

施策１－３ 相模原市と関わりのあるみんなへの相模原市の魅力発信 

   市民等多様な主体との連携・協働による取組の推進 基本施策２

   継続居住促進（相模原市に誇りと愛着を持ち住み続けてもらう） 目標１ 

   認知度向上（相模原市のことを知ってもらう） 目標２ 

ターゲット世代：全世代、ターゲットエリア：市内外 

施策２－１ 市民等多様な主体との連携・協働 

【関連する目標】 
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○街美化アダプト制度の推進 

○ＳＤＧｓパートナーとの連携・協働の推進とパートナー間の連携の促

進 

○区民会議や地区まちづくり会議、ワークショップなどの市民等が参加

する協議・意見交換の場の確保と機能の充実 

○地域の担い手とのパートナーシップの推進 

 

 基本施策３ 効果的なシティプロモーションの着実な展開 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （主な取組） 

○「相模原市と関わりのあるみんな」及び「さがみはらファン」を獲得し

て増やしていくためのＳＮＳの効果的な運用 

○ファンサイトなど自ら情報発信したくなる仕組みの整備 

○メディアリレーションによる対外的シティプロモーションの実施 

○プレスツアーの開催、首都圏メディアとの交流会の実施 

○移住促進につながる情報の積極的な発信 

○ＮＰＯなど市民活動団体等の活動内容や魅力の積極的な発信 

  

   効果的なシティプロモーションの着実な展開 基本施策３ 

   認知度向上（相模原市のことを知ってもらう） 目標２ 

   転入促進（相模原市に住んでもらう） 目標３ 

ターゲット世代：２０歳代・３０歳代、ターゲットエリア：東京都・神奈川県 

施策３－１ 効果的なシティプロモーションの着実な展開 

【関連する目標】 
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３ 相模原市のアピールポイントの設定と効果 
  相模原市が有する様々な魅力をアピールすることにより、その魅力を感じ、

認知してもらうことは重要ですが、様々な魅力を総花的に伝えることにより

拡散し、伝わっていないという課題がありました。 

  本計画においては、第２章の７「まとめ」に記載したＳＷＯＴ分析からクロ

スＳＷＯＴ分析を行い、関心が高まっている絶好の機会を捉えてアピールす

るべき市の魅力を戦略的に絞って市のブランディングをすることとし、相模

原市の主な魅力として、「強み」と「機会」を掛け合わせて導き出した項目を

「アピールポイント」として設定し、重点的に発信することとしました。 

  なお、市内外へのアピール効果については、次のとおり見込んでいます。 

 

アピールポイント 市内 市外 

子育て 

しやすいまち 

さがみはら 

子育て世帯が増えることに

より、持続可能な都市となる

ことへの期待から市への愛

着や誇りの向上が図られる。 

子育て世代の転入促進が図ら

れる。 

都市と自然の 

ベストミックス 

さがみはら 

都市の利便性と豊かな自然

に対する愛着や誇り、定住意

欲の向上が図られる。 

転入促進や訪問魅力度の向上

が図られる。 

宇宙を身近に 

感じられるまち 

さがみはら 

宇宙開発の拠点が市内にあ

ることの認知による愛着や

誇りの向上が図られる。 

宇宙に興味や関心のある層の

相模原市への認知度や訪問魅

力度の向上が図られる。 

スポーツに 

親しめるまち 

さがみはら 

相模原市でスポーツに親し

み、ホームタウンチームの応

援機運の醸成によるさがみ

はらファンの増加や、愛着や

誇りの向上が図られる。 

各種スポーツに触れ、応援す

るチームが活躍することで相

模原市への認知度や訪問魅力

度の向上が図られる。 
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【子育てしやすいまち さがみはら】 

 

 

 

【妊娠中の健康診査費用を助成】 
 ・ 妊婦健康診査費用補助券で１６回分の健康診査費用を助成しています。 

【さがみはら子育てきずなＬＩＮＥ】 
 ・ 妊娠中の人や育児中の人が、安心して出産や子育てができるように、成長に応じたタイムリーな情報

をＬＩＮＥでお届けします。 

 

【出産後、保健師などが全世帯を訪問】 
 ・ 出産後、保健師などが全世帯を訪問して心身の状況を確認しています。 

 

【乳幼児健康診査を定期的に実施】 
 ・ 集団検診（４ヵ月、１歳６ヵ月、２歳６ヵ月、３歳６ヵ月）や個別検診（８ヵ月、１歳、１歳６ヵ月）

を実施しています。 

【子育て広場など、親子で集える場や親同士の交流の場が充実】 
 ・ 親子が気軽に集い、交流する場として市内のこどもセンターなど２１か所に「子育て広場」を開設し

ています。 

 

【特色ある学校教育を実施】 
 ・ 体験型授業やプログラミング教育を推進しています。 

 

【相談窓口が充実】 
 ・ 各区には、市の機関である「子育て支援センター」があり、子育ての様々な相談ができます。 

【子ども食堂や無料学習支援（塾）】 

 ・ 各地域の方々やＮＰＯによる子どもたちの居場所づくりと食の支援を行う「子ども食堂」と学習面の

支援を行う「無料学習支援（塾）」の取組が広がっています。 

 

 

 

 

【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】 

【相模原市立博物館】 

 ・ ＪＡＸＡや相模原市立博物館では、宇宙や天文について広く親しみ、

科学への関心を深める宇宙教育に取り組んでいます。 

【児童館やこどもセンター】 

 ・ 子どもの遊び場として、「児童館」（２４館）や「こどもセンター」

（２４館）があります。 

 

 

星が丘こどもセンター 

妊娠期も安心 

出産も安心 

乳幼児期も安心 

学齢期も安心 

いつでも安心 

施設も充実 

妊娠期から学齢期まで「子育て ひとつなぎ の安心」 

子どもがのびのび育つ環境があります。 
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【特色ある公園など】 

 ・ 市内の公園には全国でも珍しいスケートボード、ＢＭＸなどの競技の練習コースを備えた小山公園ニ

ュースポーツ広場や、ボール遊びができる相模原スポーツ・レクリエーションパークのほか、自然の木々

をそのまま活用した「冒険遊び場」などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相模原スポーツ・ 

レクリエーションパーク 

冒険遊び場 

公園も充実 

相模原麻溝公園 

相模原スポーツ・ 

レクリエーションパーク 

中央区 
志村 瑞穂さん 

南区 
虹田 かえるさん 

南区 
植野 明子さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 

小山公園ニュースポーツ広場 
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【都市と自然のベストミックス さがみはら】 

 

 

 

【都心から約１時間 都市の利便性と豊かな自然】 

 ・ 市の東部には市街地が広がる一方、相模川を挟んで西部の中山間地域は丹沢山地の山々や清流道志川、

神奈川県の水がめである５つのダム湖など豊かな自然に恵まれています。 

 ・ 都心（新宿）からの所要時間はＪＲ中央本線相模湖駅・藤野駅まで約１時間、京王相模原線橋本駅ま

で約４０分、小田急小田原線相模大野駅まで約３５分。横浜からはＪＲ横浜線相模原駅・橋本駅まで約

５０分です。 

 

 

【リニア中央新幹線の駅設置とまちづくり】 

 ・ リニア中央新幹線の駅設置や相模総合補給廠一部返還地における周辺整備が予定されており、将来の

更なる発展が期待されています。 

 

 

【鮎釣り 花火 相模川】 

 ・ 市を東部と西部に分ける相模川は、山中湖を水源とする全長約１０９ｋｍの１級河川で、夏の花火大

会や、鮎釣りでも有名な、市民に親しまれている河川です。 

【神奈川県の水源地】 

 ・ 市内には奥相模湖、相模湖、津久井湖、城山湖及び宮ケ瀬湖の５つのダム湖があり、神奈川県の水源

地として、県の経済と県民の暮らしを支えています。また、週末には、釣りやサイクリング、ツーリング

など、多くの観光客で賑わっています。 

【道志川 キャンプ サイクリング】 

 ・ 道志村から津久井地域を流れる道志川は、横浜市水道局の水源にもなっている清流です。流域を中心

に多くのキャンプ場があり、近年のアウトドアブームにより多くのキャンパーで賑わっています。 

 ・ 道志みちの愛称で親しまれる国道４１３号は、東京２０２０大会の自転車ロードレースのコースとし

て使用されたこともあり、周辺の道路や観光スポットには多くのサイクリストが訪れています。 

【美しい山なみ ハイキング】 

 ・ 相模原市内には、陣馬山や石老山など、登山初心者から楽しめるハイキングコースがあり、女性や親

子連れ、高齢者など、幅広いハイカーが訪れています。また、周辺の温泉施設なども人気です。 

 

 

都市の利便性 豊かな自然 どちらも楽しめるまち 

都市と自然のベストミックス 

大きな将来性 

豊かな自然 

南区 
神谷 七海さん 

緑区 
花形 結莉さん 

埼玉県久喜市 
ふるいち たくみさん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 



 

40 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南
区
の
木
も
れ
び
の
森 

中
央
区
の
桜
並
木 

緑
区
の
キ
ャ
ン
プ
場 

オリンピックレガシーのロードレースコ

ースに設置 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

緑
区
の
津
久
井
湖 

大
型
横
断
幕 

緑区 
優菜さん 

中央区 
瀬島 亜里沙さん 

南区 
渡辺 彩華さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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【宇宙を身近に感じられるまち さがみはら】 

 

 

 

【宇宙を感じられるまちづくり】 

 ・ 相模原市立博物館、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）相模原キャンパス及び淵野辺公園周辺から最

寄り駅であるＪＲ淵野辺駅周辺までのエリアを中心に、宇宙に関連した通りの名称や歩道等の案内用路

面シートなど、宇宙を感じられるまちづくりを行っています。ＪＲ淵野辺駅では、発車メロディに「銀

河鉄道９９９」が使用されています。 

 

 

【ＪＡＸＡ相模原キャンパス】 

 ・ ＪＡＸＡ相模原キャンパスでは、小惑星探査機「はやぶさ」及び「はやぶさ２」の開発・運用が行わ

れ、研究は今も続いています。宇宙科学探査交流棟は一般見学が可能です。 

 

 

【相模原市など５市２町で「銀河連邦」を組織】 

 ・ ＪＡＸＡの研究施設があることが縁で、５市２町が「銀河連邦」を組織し、子どもたちの留学交流や

スポーツ交流など、友好を深めています。 

 

 

【科学への関心を深める宇宙教育】 

 ・ ＪＡＸＡや相模原市立博物館では、宇宙や天文について広く親しみ、科学への関心を深める宇宙教育

に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
宇
宙
科
学
探
査
交
流
棟 

相模原市では、宇宙を身近に感じることができます。 

宇宙を感じられるまち 

宇宙開発の拠点 

銀河連邦 

宇宙教育 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
正
門 
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市立博物館 

ＪＲ淵野辺駅自由通路のパネル 

宇宙モチーフのマンホール蓋 

宇宙に関連した通り 

プラネタリウム 

（県内最大級直径２３mドーム） 

小惑星探査機「はやぶさ」 

実物大模型 

緑区 
八木下 みのりさん 

中央区 
天野 颯大さん 

中央区 
ポテコさん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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【スポーツに親しめるまち さがみはら】 

 

 

 

 

【ノジマ相模原ライズ】 
 ・ スポンサー企業の撤退に伴い、当時の所属選手が中心となり、２

００９年に新たに結成したクラブチーム。日本最高峰Ｘリーグで活

躍。 

 

 

【三菱重工相模原ダイナボアーズ】 
 ・ １９７１年に三菱重工相模原製作所のラグビー部として創部。

２０２２年ジャパンラグビーリーグワン Division1 昇格。 

 

 

【ＳＣ相模原】 
 ・ 元サッカー日本代表選手の望月重良氏が２００８年にゼロから

クラブを設立。２０１４年にはＪ３リーグへ参入。２０２１年に

はＪ２リーグへ昇格したが、１年で惜しくも降格。 

２０２２年現在はＪ３リーグに参戦。 

 

 

【ノジマステラ神奈川相模原】 
 ・ ２０１２年設立。日本初の女子プロサッカーリーグであるＷＥ

リーグに参戦。 

 

 

【Ｆ１ドライバー角田裕毅選手】 
 ・ 緑区出身のＦ１ドライバー。２０２１年シーズン、世界初の２

０００年代生まれのＦ１ドライバーとしてデビューし、初戦のバ

ーレーンＧＰでは、日本人初となるデビュー戦での９位入賞。最

終戦アブダビＧＰではシーズン最高順位となる４位入賞。２０２

２年シーズンは、３年ぶりの開催となった日本ＧＰに凱旋。 

 

 

【ツアー・オブ・ジャパン相模原ステージ】 
 ・ オリンピックレガシーとして東京２０２０大会自転車ロードレース競技の一部コースを使用する国際

自転車ロードレース。 

【小山公園ニュースポーツ広場】 
 ・ 全国でも珍しいスケートボード、ＢＭＸなどの競技の練習コースを備えた公園 

 ・ 他にも元ＷＢＯ世界フライ級王者プロボクサー中谷潤人選手（相模原市内のボクシングジムに所属）

など、相模原市にゆかりのある選手が活躍しています。 

 

 

 

アメリカンフットボール 

ラグビー 

サッカー 

特色あるイベント・施設など 

女子サッカー 

アスリート 
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淵野辺駅自由通路階段 

ギオンスタジアム（相模原麻溝公園競技場） 

小山公園ニュースポーツ広場 
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第４章 計画の推進 

 

 

 

１ 手法 
  「継続居住促進」、「認知度向上」及び「転入促進」を目標に、ターゲットを

意識しながら、相模原市の主な魅力として掲げた４つのアピールポイントに

ついて、状況に応じて効果的な手法により、成果指標の達成に向けて取り組み

ます。 

  主な手法については、次のとおりです。 

 

 【多様な主体との連携】 

   シビックプライドの醸成とシティプロモーションの推進は、行政の取組

だけでは広がりに限界があり、市民、地域、団体、学校、企業などそれぞれ

が相模原市に愛着を持ち、連携して市の魅力を発信することが重要です。 

   基本施策のとおり、ＮＰＯなど市民活動団体等の活動内容や魅力の積極

的な発信、シビックプライドゲームの開発など協働事業提案制度の活用、協

働イベント・コラボ事業の積極的な実施、街美化アダプト制度の推進、ＳＤ

Ｇｓパートナーとの連携・協働の推進とパートナー間の連携の促進、区民会

議や地区まちづくり会議、ワークショップなどの市民等が参加する協議・意

見交換の場の確保と機能の充実、地域の担い手とのパートナーシップなど、

あらゆる面で協働・連携を図り、取組を展開します。 

  （実施例） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 この章では、基本方針・基本施策を踏まえ、計画を推進するための手法や、

取組の成果を測るための指標を定めます。 

「アイドルマスター SideM」・「アイドルマスター ミリオンライブ！」コラボキャンペーン 

令和４年 

「潤水都市 さがみはらフェスタ２０２２」 

令和４年 
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 【市ホームページ】 

   市ホームページについては、市の魅力をアピールできるよう、また、欲し

い情報をすぐ見つけられるよう、トップページのデザインや構成について

見直しを検討します。 

 

 【動画配信】 

   動画は事業や施設などの様子、また、手続の説明などを映像で見ていただ

くことができるため、情報を最も分かりやすく伝えるツールと言えます。 

   しかしながら、最後まで見ていただくには、動画の長さも含め様々な工夫

が必要であることから、冒頭部分で動画の目的や興味を引く内容とするな

ど、最後まで視聴してもらえる工夫に努めます。 

   また、広告配信についても必要に応じて効果的に活用します。 

  （実施例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光プロモーション動画 

「週末招待状～ゆるっと、さがみはら～」 

令和２年 

「Twilight SAGAMIHARA」 

令和３年 

 

新しい生活様式啓発動画 

「A LIFE OF SAGAMIHARA 

～いま、この瞬間も、私の未来につながっている。～」 

令和３年 デジタルサイネージ 
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 【各種ＳＮＳ】 

   LINE､Twitter､Instagram などのＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーク・サ

ービス）は、様々な情報を得るために欠かすことのできないツールとなっ

ており、企業や自治体が公式アカウントを持つことは、一般的となってい

ます。 

   このため、それぞれの特性を理解し、効果的に活用できるかどうかがシ

ビックプライドの醸成とシティプロモーションの鍵を握っています。 

   マニュアルの整備、実践的な研修など、庁内の環境を整備することでＳ

ＮＳアカウントの効果的な活用に努めます。 

   また、協働の観点から、ＳＮＳを通じてつながった「さがみはらファ

ン」と共に魅力を発信するなどの取組を推進します。 

  （ＳＮＳの概要） 

ＳＮＳ名 
ユーザー数

（国内） 
特徴 メリット デメリット 

Twitter 約５千万 ・リアルタイム性 

・拡散性 

・短文投稿の気軽

さ 

気軽 投稿が埋没

する。 

Instagram 約３千万 ・ビジュアル重視 

・「映える」もの

のアピールに向

いている。 

・ハッシュタグ検

索 

ビジュア

ル訴求 

写真技術要 

Facebook 約３千万 ・実名性 

・ビジネス活用 

ビジネス 管理上の 

手間 

LINE 約９千万 ・生活の一部とも

言えるメッセー

ジアプリ 

・通知による情報

発信 

通知によ

るダイレ

クトさ 

登録を求め

る必要 

 

 

  

南区 
中津 陽子さん 

南区 
加藤 ゆくりさん 

南区 
あらい ゆずきさん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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 【メディアリレーション】 

   テレビ、新聞、雑誌、ラジオ、ウェブサイトなど、様々なメディアに相模

原市の魅力を取り上げてもらうことは、市の認知度を高める重要なＰＲ戦

略です。相模原市の魅力やポテンシャルを体感して記事化・番組化につなげ

るプレスツアーの開催や、首都圏メディアとの交流会の開催など、多様なメ

ディアとの関係性を構築し、メディアへの露出につなげる取組を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレスツアー（各種取組のＰＲ） プレスツアー（参加者によるリアルタイム発信） 

交流会（市長によるトップセールス） 交流会（首都圏メディアとの懇談） 
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 【各種広告】 

   ターゲットエリアや年代層など様々な条件設定により媒体を選択し、広

告を行います。 

   特にターゲットにピンポイントで情報を伝えたい場合には、詳細な条件

設定ができる Web 広告を行います。 

   また、直接手渡すことができ、長く使うことで愛着の湧くノベルティグッ

ズの制作を引き続き行います。 

媒体 内容 世代 特徴 

マ
ス
媒
体 

電波 ・テレビ 

・ラジオ 

全世代 ・不特定多数に訴求でき

る。 

印刷 ・新聞 

・雑誌 

全世代 

（雑誌は専門性に

より選択可） 

 

・パブリシティ効果が高

い 

電子 ・インター

ネット 

全世代 

（選択可） 

・速報性がある 

・双方向性 

・設定によりターゲット

を絞ることができる。 

・仮想空間での広告など

新たな手法が生まれて

いる。 

場所媒体 ・屋外広告 

・交通広告 

全世代 ・不特定多数に潜在的に

訴求できる。 

直接媒体 ・新聞折込 

・フリー 

 ペーパー 

・ノベルテ

ィグッズ 

全世代 

（場所の設定によ

り選択可） 

・直接届けることができ

る。 

・手元に残り、長く使用

することで愛着の醸成

が図られる。 

 

 

 

 

  

南区 
島﨑 結理さん 

南区 
井上 愛菜さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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 【ファンサイト】 

   「さがみはらファン」のための専用サイト「さがみはらＦＡＮ ＦＵＮ 

ＦＡＮ」では、「さがみはら検定」などの各種コンテンツで貯まったポイン

トによるプレゼントキャンペーンなどを行なっています。 

   今後は市の魅力をより一層アピールできるコンテンツの見直しなどを検

討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報の発信、魅力の紹介を行う「さがみはらインフォメーション」 

 

相模原市のことを知り、 

もっともっと好きになる、 

「さがみはら検定」 

写真投稿のできる 

「さがみはら Favo」 
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 【イベント】 

   市内外の人にとって魅力的なイベントの開催や、転入促進につながるイ

ベントへの出展を行います。 

月 イベント名 

３月 本沢梅園まつり 

４月 おおさわ桜まつり 

相模原市民桜まつり 

津久井湖さくらまつり（花の苑地・水の苑地） 

さがみ湖やまなみ祭 

５月 相模の大凧まつり 

藤野ぐるっと陶器市 

７月 相模湖ダム祭 

上溝夏祭り 

８月 相模原納涼花火大会 

さがみ湖湖上祭花火大会 

大野北銀河まつり 

東林間サマーわぁ！ニバル 

橋本七夕まつり 

小倉橋灯ろう流し 

城山夏まつり 

相模大野もんじぇ祭り 

９月 相模原よさこいＲＡＮＢＵ！ 

田名八幡宮の獅子舞 

１０月 城山もみじまつり 

津久井やまびこ祭り 

相模湖ふれあい広場 

藤野ふる里まつり 

１１月 甲州街道小原宿本陣祭 

 

   

中央区 
坂本 希優さん 

南区 
植野 美月さん 

南区 
植野 英子さん 

皆さんから募集した相模原市マスコットキャラクター「さがみん」のイラスト 
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 【紙媒体（広報さがみはら、各種ＰＲ冊子など）】 

   近年では、スマートフォンなどの普及により、Web やＳＮＳを通じたＰＲ

が主流となっていますが、「広報さがみはら」や各種ＰＲ冊子、チラシなど

の紙媒体にも保管しやすく繰り返し読みやすいなどのメリットがあります。 

   このため、紙媒体による情報発信についても、引き続き、効果的に活用し

ていきます。 

  （実施例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

るるぶ特別編集 

「相模原へキャンプに行こう」 

令和３年 

公式観光ガイドブック 

「相模原の栞」 

令和３年 

PR 冊子 

Sagamihara Fan Fun Fan 

平成３０年～令和２年 
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 【新たな媒体の活用】 

   メタバースは、アバター（自分の分身となるキャラクター）を使ってイン

ターネット上の仮想空間で他者とのコミュニケーションをとったり、ゲー

ムやイベントに参加できるもので、近年では、仮想空間上に街や観光スポッ

トを再現して観光案内などに活用する自治体が増えています。 

   将来的には、こうした新たな媒体の活用についても検討が必要です。 

 

 

 

 

 

 ２０２１年、シビックプライドを向上させる取り組みを青

年会議所で行い、またそれを活かし一緒に相模原のことにつ

いて話し合えたことはとてもいい経験になったと思います。 

 シビックプライドの向上を図るには長い時間を要すると思

いますが、ハード面の整備はもちろんのことですがソフト面

は我々一人一人の努力で少しずつ良くすることはできると思

います！！ 

 私は町田が住まいですが、相模原を思う仲間を増やし相模

原を全力で応援いたします！！ 

 

 

 この度は相模原市の未来を考える貴重な会に参加させてい

ただき感謝申し上げます。 

 この会で様々なご意見をさせていただきながらも、私自身、

この地域が既に持っている力が多く存在し、また、これから

創り出さなければいけないことも多くあることを、改めて学

ばせていただきました。 

 シビックプライド向上は一朝一夕で達成しうるものではあ

りませんが、ＳＣ相模原も地元の J リーグクラブが果たせる

役目に懸命に取り組み、地域の未来に貢献したいと思います。 

 

コラム 黒田知誠委員 

コラム 廣田静香委員 
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 成果指標 

市
内
向
け
調
査 

【継続居住促進】 

住んでいる地区に愛着を感

じている市民の割合 

（全年代） 

住んでいる地区に愛着を感

じている市民の割合 

（２０～３０歳代） 

市への「愛着」を感じている 

市民の割合   

「共感」を持つ市民の割合    

「誇り」を持つ市民の割合    

「継続居住意向」を持つ市民

の割合  

「他者推奨意向」を持つ市民

の割合   

市
外
向
け
調
査 

【認知度向上】 

相模原市の認知度 

相模原市の資源や施策につ

いての認知度 

→何か知っている人の割合 

相模原市のイメージ量（イメ

ージ選択肢の総和） 

→イメージを持っている人

の割合 

相模原市の訪問魅力度 

【転入促進】 

相模原市への居住意欲度 

さがみはらみんなの 

シビックプライド向上計画 

アピールポイント 手法 目標 指標 

 
人口減少社会を迎え、持続可能な都市運営を行うには、現役世代で

ある１５歳から６４歳までの人口の確保に加え、次の世代を担う年少

世代の増加が必要です。脅威を避け、強みである相模原市への愛着、

親しみ、高い継続居住意向、子どもが伸び伸びと遊べる自然環境、特

色ある教育などを活かし、「子育てしやすいまち」であることをアピ

ールします。 

 

 

 

 
強みにあるように、相模原市の有する豊かな自然環境は、市内外の

人にもイメージされるとともに、都心に近いことが評価をされてきて

います。 

また、都市機能としての買い物利便性や、今後リニア中央新幹線の

駅が設置されるなど、都市としての充実に対して期待がされていま

す。 

市内でこのようなバランスの取れる自治体は稀有であり、アピール

ポイントとして打ち出すことが有効です。 

 

 

 
ＪＡＸＡ相模原キャンパスは日本の宇宙開発の拠点

であり、他の自治体にはない強みとして市民の誇りの

醸成にも大きく役立っています。 

引き続き宇宙をテーマとしつつ、シビックプライド

の醸成、シティプロモーションに寄与するような取組

の展開が有効であると考えられます。 

 

 

 
相模原市には、ホームタウンチームが５チームあ

り、それぞれ活発に活動するとともに、成果を挙げ

ています。 

サッカー、ラグビー、アメリカンフットボールと３

フットボールが揃い、相模原市終身名誉観光親善大使

である片山右京氏が代表を務める自転車ロードレース

チームもあるなど、バラエティに富んでいます。 

スポーツには人の心を動かし、人を一つにする力

があります。好意的認知の向上、独自の魅力として

の可能性は非常に高いと考えられます。 

【継続居住促進】 

 相模原市に誇り

と愛着を持ち、

住み続けてもら

うことを目標と

します。 
 

【ホームページ】 
市の魅力がアピールできるよう、欲しい

情報がすぐ見つけられるよう、努めます。 
 

【認知度向上】 

 相模原市をもっ

と知ってもらう

ことを目標とし

ます。 

 

【転入促進】 

 相模原市に住ん

でもらうことを

目標とします。 

 

【動画配信】 
冒頭で興味を引く内容にするなど、最後

まで視聴してもらえる動画づくりに努めま

す。 

【各種ＳＮＳ】 
LINE、Twitter、Instagram などＳＮＳ

の効果的な活用を行います。マニュアルの

整備、実践的な研修を通じてＳＮＳアカウ

ントの効果的な活用に努めます。 

【ファンサイト】 
「さがみはらＦＡＮ ＦＵＮ ＦＡＮ」に

ついては市の魅力をより一層アピールでき

るよう、コンテンツの見直しなどを検討し

ます。 

【イベント】 
市内外の人にとって魅力的なイベントの

開催や、転入促進につながるイベントへの

出展を行います。 

 

【紙媒体・ＰＲ冊子】 
保管しやすく、繰り返し読みやすい紙媒

体による情報発信も引き続き効果的に活用

します。 

【メディアリレーション】 
各種メディアを対象に、プレスツアーの

開催や首都圏メディアとの交流会などを行

い、関係性の構築とメディアへの露出につ

なげる取組を推進します。 

【各種広告】 
ターゲットエリアや年代層など様々な条

件設定により媒体を選択し、広告を行いま

す。 

 

【多様な主体との連携】 
 市民、地域、団体、学校、企業などそれ

ぞれが相模原市に愛着を持ち、連携して市

の魅力を発信します。 

 

伝えるための 成果を測る 達成すべき 

【子育てしやすいまち さがみはら】 
未来へつなぐ 

さがみはらプラン 

（相模原市総合計画） 

将来像 

潤いと活力に満ち笑顔

と希望があふれるまち

さがみはら 

基本姿勢 

協働によるまちづくり 

目指すまちの姿 

多様な主体との連携・

協働により持続的に 

発展するまち 

施策４７ 

戦略的なシティプロモ

ーション 

○妊娠中の健康診査費用助成 

○さがみはら子育てきずなＬＩＮＥ 

○出産後保健師訪問 

○定期的な乳幼児健康診査 

○子育て広場 

○特色ある学校教育 

○子育て支援センター 

○子ども食堂、無料学習支援（塾） 

○宇宙教育 

○児童館、こどもセンター 

○特色ある公園 

など 

○都市の利便性と豊かな自然 

○リニア中央新幹線の駅設置とまち

づくり 

○鮎釣り 花火 相模川 

○神奈川県の水源地 

○道志川 キャンプ サイクリング 

○美しい山なみ ハイキング 

○桜並木 

など 

○ＪＡＸＡ相模原キャンパス 

○相模原市立博物館 

○案内用路面シート 

○ＪＲ淵野辺駅の発車メロディ 

○銀河連邦 

○宇宙教育 

など 

○ノジマ相模原ライズ 

○三菱重工相模原ダイナボアーズ 

○ＳＣ相模原 

○ノジマステラ相模原 

〇TeamUKYO SAGAMIHARA 

○ツアー・オブ・ジャパン相模原ス

テージ 

○小山公園ニュースポーツ広場 

など 

伝える 

【新たな媒体の活用】 
仮想空間上でのＰＲなど、新たな媒体の

活用についても検討が必要です。 

 

【都市と自然のベストミックス さがみはら】 

【宇宙を身近に感じられるまち さがみはら】 

【スポーツに親しめるまち さがみはら】 

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
向
上 
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２ 成果指標 
  施策の成果指標は、第２次相模原市シティプロモーション戦略の体系を踏まえ、総

合計画で設定した指標に基づき設定します。 

 

 
成果指標 

基準値 

(令和３年度) 

目標値 

(令和９年度) 

市

内

向

け

調

査 

対
象
：
２
０
～
３
０
歳
代
の
市
民 

【継続居住促進】 

住んでいる地域に愛着を感じている市民の割合 

＊相模原市総合計画基本計画の指標（全年代対象） 
８０．７ ８５．０ 

住んでいる地域に愛着を感じている市民の割合 

＊２０～３０歳代             
７５．３ ７９．３ 

相模原市への「愛着」を感じている市民の割合   ７６．５ ８０．６ 

「共感」を持つ市民の割合      ５９．３ ６２．５ 

「誇り」を持つ市民の割合      ４９．３ ５１．９ 

「継続居住意向」を持つ市民の割合  ７９．０ ８３．２ 

      「他者推奨意向」を持つ市民の割合  ６４．８ ６８．３ 

市

外

向

け

調

査 

対
象
：
東
京
都
及
び
神
奈
川
県
在
住
の 

２
０
～
３
０
歳
代
の
方 

【認知度向上】 

相模原市の認知度 

＊相模原市総合計画基本計画の指標 
９０．１ ９５．０ 

相模原市の資源や施策についての認知度 ６４．０ ６７．５ 

相模原市のイメージ量（イメージ選択肢の総和） 

＊イメージを持っている人の割合 
８０．７ ８５．１ 

相模原市への訪問魅力度 ６２．６ ６６．０ 

【転入促進】 

相模原市への居住意欲度 ２３．６ ２４．９ 

 

  

（単位 ％） 

 

 よそ者の私ですが、今回、委員会に参加して、相模原市には、

たくさんのシビックプライドの種がある事が分かりました。 

 市民の皆さんが、相模原市にプライドを持つためには、まちの

魅力を知る、参加する、創り出す、共有する事が必要なんだと思

います。 

 スポーツや学び、こどもや自然など、何を通してでもいいの

で、身の回りの小さな事から相模原市と関わりを持ってみませ

んか？そして、その活動をどんどん発信して行きましょう！ 

 

コラム 水本宏毅委員 
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３ 推進体制 
 

（１）相模原市シティプロモーション推進本部（平成２２年４月設置） 

① 設置目的 

    市役所内での連携を強め、戦略的・効果的なシティプロモーションを推進する

ための全庁的な組織として設置 

② 機能 

・ 戦略的・効果的なシティプロモーションの推進に関すること。 

・ 相模原市の知名度や都市ブランドの向上を図るための各局・区等との調整に関

すること。 

・ 相模原市のシティプロモーションの推進に必要な項目に関すること。 

・ 計画の指標について、令和７年度（計画期間の中間時期）の結果を踏まえた効

果の検証及び新たな方向性の検討に関すること。 

 

（２）相模原市シティプロモーション推進協議会（平成２２年１０月設置） 

① 設置目的 

    シティプロモーションを戦略的・効果的に推進していくため、市民、企業、大

学等の力を結集し、官民協働により各種活動を主体的に実施し、その推進を図る

ための組織として設置 

② 機能 

    「魅力を創造・再発見する機能」、「コーディネートする機能」及び「プロモー

ションする機能」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相模原地域は沢山の自然に囲まれ、多種多様な魅力溢れる地

域住民同士が新たなイノベーションを起こし、独自の地域内イ

ベントや商品、スポットが次々と生み出されております。 

 住民同士のコミュニケーションがとても上手く取れており、

移住して来られる方々を受け入れられる体制が出来ているのだ

と感じております。 

 地域の魅力とは観光名所や大型施設だけではなく、こうした

文化だと思います。この文化を大切にし、次世代へ紡いでいく事

が大切なのだと思います。 

 

コラム 山﨑勇貴委員 
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資 料 編 

 

  

さがみはらみんなのシビックプライド向上計画策定の経過 

年

度 
会議等 

令

和

４ 

年 

度 

6/9  
 
8/16 
 
9/13 
 
 
9/17〜23 
 
9/29 
 
10/13 
 
 
10/24 
 
11/4 
 
11/10・14 
 
11/17・28 
 
12/2 
 
12/15〜1/23 

第１回シビックプライド向上計画策定委員会 
 
第２回シビックプライド向上計画策定委員会（諮問） 
 
第１回（仮称）さがみはらみんなのシビックプライドを考える 
若手職員ワーキング 
 
オープンハウス型調査 
 
第３回シビックプライド向上計画策定委員会 
 
第 2 回（仮称）さがみはらみんなのシビックプライドを考える 
若手職員ワーキング 
 
第４回シビックプライド向上計画策定委員会（答申） 
 
調整会議 

 

決定会議 

 

戦略会議 

 

相模原市議会総務部会 

 

パブリックコメント 
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（五十音順・敬称略） 

 氏名 所属・役職 備考 

１ 浅 川
あさかわ

 あゆ 学生  

２ 倉 澤
くらさわ

 良
よし

明
あき

 公募委員  

３ 黒田
くろだ

 知
とも

誠
なり

 
株式会社スポーツクラブ相模原 

広報部 部長 
 

４ 中 村
なかむら

 和
かず

希
き

 公募委員  

５ 羽生
は ぶ

 宏人
ひろと

 
独立行政法人宇宙航空研究開発機構 

宇宙科学研究所 教授 
 

６ 廣田
ひろた

 静
しず

香
か

 公益社団法人 相模原青年会議所 副委員長 

７ 牧瀬
まきせ

 稔
みのる

 
関東学院大学  

准教授 
委員長 

８ 水 本
みずもと

 宏
ひろ

毅
とし

 

株式会社読売広告社 

都市生活研究所 

エグゼクティブリサーチディレクター 

 

９ 山 﨑
やまざき

 勇
ゆう

貴
き

 
公益社団法人 津久井青年会議所 

理事長 
 

 

相模原市シビックプライド向上計画策定委員会委員名簿 
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